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from a Larch Plantation
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 An output forecast was made of the stand growth of a larch plantation on the
basis of a.model by computer simulation. The model was forecasted by regarding
the distribution of the diameter of the stumpage as a normal distribution. When
the distribution was changed owing to thinning, however, a modelusing the Weibull
distribution, it was found, could better describe the actual state than the model
using the normal distribution. For this reason, in our forecast we used a revised
model using the Weibull distribution.
 From our forecast using each site index, the volumes per hectare of logs from
thinned trees and regenerated trees whose rotation age was 40 were 289m3 in SI-16,
408m3 in SI-20, and 528m3 in SI-24. Of all the logs, however, those whose
diameter was from 30cm to 36cm amounted to 11.2% in SI-24, and to 7.4% in
SI-28, and the majority of the output logs were less than 28cm in diameter.

　コンピューター・シュミレーションによる，「カラマツ人工林の林分成長モデル」を用いカラ

マツ素材の径級別生産量の予測を試みた。

　モデルの立木直径分布は、正規分布とみなし予測されているが，間伐などで立木の直径分布が

変化する場合は，ワイブル分布の方が現実的と考えられるので，本予測ではモデルをワイブル分

布で修正して用いた。

　予測の結果を地位指数別にみると，主伐期40年で主，間伐木から生産されるha当たりの素材量

は，地位指数16で289m3，20で408m3，24で528m3となるが，径級が30～36cmの素材は，地位指

数24で11．2％，20で7．4％だけで，生産量の大部分は28cm以下の小中径材ということになる。

　1　はじめに

　カラマツ人工林材の総合利用モデル作成を目的に，

カラマツ素材の径級別生産量の予測を試みた。現実的

には，林分の地位，施業方法，間伐の仕方など様々

で，不確定な要因が多く，直径階別立木の予測だけで

も困難だが，一定の前提条件のもとで推定を行った。

　予測には道立林業試験場で作成した，コンピュー

ター・シュミレーション（CS）による「カラマツ人

工林の林分成長モデル」を使用した。成長モデル

は，林分の地位指数（Site Index）24，20，16の3

段階で，大径材の生産を目標とした主伐期60年，疎仕

立施業，植栽本数2，500本／ha，5年目までの除伐で

2，050本／haのもので計算されている。主・間伐年とha

当たりの主・間伐本数を第1表に示した。
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　成長モデルの立木直径分布は正規分布とみなし計算

されている。正規分布は無間伐林の直径分布には良く

適合するが，下層間伐で下位の直径階が消滅すると適

合が悪くなり，一般的でないとみられる。カラマツ人

工林の間伐は，現状では一般的に下層間伐が多いと考

えられるので，間伐などで直径分布が変っても，それ

に対応して，間伐後の分布も比較的よく表現できる，

といわれるワイブル分布2）,3）で，成長モデルを修正し

た。ワイブル分布は次式で表わされる。

　f（x）＝（c／b）（x／b）c－1e｛－（x／b）
C｝

　　　　x＝胸高直径，b，c　＝パラメーター

　なお，本研究の一部は日本木材学会道支部研究発表

会（昭和57年11月　旭川市）で報告した。

　2　結　果

　2．1  胸高直径階別立木本数（ワイブル分布による）

　主・間伐対象林齢分の胸高直径階別立木本数を，直

径階2cm括約で推定した。（第1図）

　2．2　胸高直径階別樹高と立木幹材積

　成長モデルをもとに，樹高と胸高直径の回帰式4）

H＝ae ＋1．3を用い，林齢別に樹高を求めた

（第2図）。H＝樹高，x＝胸高直径，a，b＝常数。

　一方，胸高直径と推定樹高から，主・間伐対象木の

立木幹材積を形数法4）v＝（ ）2π・H・ で推

定した（第2表）。V＝立木材積，D＝胸高直径，

H＝樹高，F1＝樹高階別胸高樹幹形数，F2＝胸高直径

階別胸高樹幹形数。

　2．3　樹幹の形状と造材木

　樹幹の形状を，狩勝峠旧鉄道防雪林のカラマツにつ

いて調査した樹幹の細り式3）を用い推定した。

　立木は単純に地上0．1mで伐採し，樹幹は力枝に関係

なく3．7mで玉切って，最小直径6cmまで造材すること

とした。

　成長モデルは60年を主伐期としているが，カラマツ

人工林の伐期は長伐期になりつつも，道内カラマツ人

工林の大半を占める民有林では，30年程度とみられて

いる。そこで，予測を少しでも現実的にみるため，多

少無理かも知れないが，成長モデルの条件は変えずに，

主伐期を40年に短縮し，主伐立木本数をha当たりSI

16，20，24でそれぞれ700，500，400本として，径

級別素材生産量を推計した（第3表），（第3図）。

主伐期40年で，主伐木，間伐木から生産される素材の

材積は，SI16，20，24のそれぞれで，289m3，408m3，

528m3／ha，そのうち径級30～36cmの素材はSI20で

7．4％，24で11．2％あるが，残りは全部28cm以下で，

その大半が小中径材ということになる。

　一方，造材後の末木の量について，推計を行ってみ

た（第4表）。末口径6cmまで採材できるものを素材

とし，それ以下を末木とし円錐の体積式，

V＝1／3π（ ）2・Hで推計した。H＝長さ，d＝断面の

無皮直径。

　2．4　現実林分との対応

　予測に用いた，いずれの地位指数条件も地域全体の

現実林分に，対応させるのは難しいが，比較的類似し

た地位の林分が多いとみられる，十勝支庁管内のカラ

マツ人工林について，SI20の条件で径級別素材生産

量を推計した（第5表）。（国有林，道有林は，それ

ぞれに生産計画を立てていると思うが，管内全体同一

条件で推計した。）

　十勝支庁管内のカラマツ造林面積は約9万6千ha

（1981年）あり，これを所有者別にみると民有林85％，

国有林125％，通有林3％で，民有林が大部分を占めて

いる。

　造林面積は，民有林は道森林計画課が1981年6月，

道有林は道有林管理室業務課が1982年3月に作成した

資源構成表を用いた。なお国有林は1983年2月に該当

営林署に依頼調査を行い，報告を受けたものを用い

た（第6表）。

　以上の予測計算は第4図の手順によって行った。

　3．おわりに

　十勝支庁管内の生産予測は1980年以降の造林面積を

考慮に入れていない。それは，今回の生産予測では一

応40年先まで推定したが，予測値の利用としては10～

20年先程度までが適当と判断をしたこと，20年生以下

の間伐材からは素材として利用可能なものが少ないこ
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と，そして今後の造林面積の推定が，種々な要因から

困難なこと，などからである。

　今回の予測にあたり，道立林業試験場の阿部道北支

場長に多くの御助言，御指導を戴きました。国有林の

造林面積については，十勝支庁管内の各営林署に御協

力を戴きました。また計算業務について，当場の飯田，

前田（典）研究職員の助力を得ました。ここに深く感

謝の意を表します。
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第1図－1  ワイブル分布による林齢別・胸高直径別立木本数（本／ha）

〔林産試月報 No．379 1983年8月〕



カラマツ人工林からの径級別素材生産予測

第1図－3

〔林産試月報 No．379 1983年8月〕

第1図－2



カラマツ人工林からの径級別素材生産予測

〔林産試月報 No．379 1983年8月〕



カラマツ人工林からの径級別素材生産予測

第4図　計 算プ ロ グ ラ ム の 流 れ　－地位指数20－
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第5表　十勝支庁管内の所有者別、年別及び
　　 　径級別カラマツ素材生産量予測

第6表　十勝支庁管内カラマツ人工林造林
　　 　面積（1981年）

　　 　－試験部　経営科－
（原稿受理　昭58，5．20）
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